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はじめに 

本書は、地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)のフォーマット変換ツール（以下「本ツール」）

のユーザ向け利用ガイドです。 

本ツールは CEOS 形式の地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)プロダクトを GeoTIFF 形式及び KMZ

形式に変換するツールです。 

 

CEOS 形式は特殊な構成のバイナリデータのため、データを参照するためには特定のソフトウェ

アやライブラリをインストールする必要があります。また、CEOS 形式のプロダクトを読み込める

GIS ソフトウェアは限られています。（図 1） 

 

図 1 JERS-1 のフォーマット変換ツールなしのデータ利用イメージ 

 

本ツールによって CEOS 形式のプロダクトを GeoTIFF 形式や KMZ 形式に変換することで、一般的

な画像ビューワーや GIS ソフトウェア（Arc GIS、QGIS、Google Earth 等）にて参照、分析、編集

することができるようになります。データを容易に利用が出来るため、さらに用途の幅が広がるこ

とが期待できます。（図 2） 

 

図 2 地球データプロダクトフォーマット変換ツールありのデータ利用イメージ 
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変換対象プロダクト 

変換対象のプロダクトを表 1 に示します。 

 

表 1 変換対象プロダクト一覧 

変換対象プロダクト プロダクト種別 変換フォーマット 出力フォーマット 

地球資源衛星「ふよう１号」 

(JERS-1)プロダクト 

SAR レベル 2.1 

CEOS 

GeoTIFF  

KMZ 

OPS VNIR レベル 2 
GeoTIFF  

KMZ 

OPS SWIR レベル 2 
GeoTIFF  

KMZ 

 

対応 OS 

本ツールに対応している OS の一覧を以下に示します。 

 Windows 7 

 Windows 8 

 Windows 10 

 

  



 

 

操作説明 

本ツールのインストール手順を「4.1 項」に、簡易手順を「4.2 項」に、各画面の詳細な説明を

「4.3 項～4.6 項」に示します。 

 

ツールインストール手順 

① FormatConversionTool_JERS-1_Setup v1.0.exe を実行します。 
② インストーラのトップページにて、「Next」ボタンを押下します。 

 

③ インストーラの準備画面にて、「Install」ボタンを押下します。 

 

④ インストール完了後、完了画面にて、「Finish」ボタンを押下します。 

 

 

※.NET Framework がインストールされていないコンピュータでインストーラを起動した場合、

先に.NET Framework がインストールされます。 



 

  

 

フォーマット変換手順（簡易） 

① メニューより、FormatConversionTOOL_JERS-1.exe を実行し、ツールを起動します。 

 

 

② メイン画面の「オプション」ボタンを押下し、オプション画面にて出力対象と出力ファイルの

プレフィクスを設定します。（省略可） 

 

 

 

 

 

  

出力対象選択 出力ファイルプレフィクス入力

RGB割当てBand選択



 

 

③ メイン画面にて、出力フォーマット(GeoTIFF、KMZ)を選択します。 

  

 

  



 

 

④ メイン画面にて、入出力フォルダを選択します。 

  

  



 

 

⑤ メイン画面の入力ファイルリストより、変換対象ファイルを選択(複数可)して「Exec」(実行

ボタン)を押下します。 

 
 

⑥ 出力フォルダにフォーマット変換後のファイルが出力されます。（完了） 

  

 

 

  



 

メイン画面（トップ画面） 

本画面は、選択要素を元にフォーマット変換を実行する画面です。 

入力ファイル、出力フォーマット、出力フォルダを選択して、「Exec」(実行ボタン)を押下する

と、出力フォルダにフォーマット変換されたファイルが出力されます。 

メイン画面の画面イメージを図 3 に、画面要素の説明を表 2 に示します。 

 

図 3 メイン画面（トップ画面）イメージ 

表 2 メイン画面（トップ画面）要素 

No. 名称 説明 
 1 出力フォーマット 

選択チェックボックス 

出力ファイルのフォーマット(GeoTIFF、KMZ)を選択します。 

 2 入力フォルダ 

選択ボタン 

フォルダ選択画面を開きます。 

 3 入力フォルダ 

ボックス 

フォルダ選択画面にて選択したフォルダパスを表示します。 

（直接入力も可能） 

 4 入力ファイルリスト ドラッグ＆ドロップによるリストへの追加が可能です。 

Ctrl、Shift を利用した複数ファイルの選択が可能です。 

選択したフォルダパスに存在するファイルリストを表示します。 

 5 出力フォルダ 

選択ボタン 

フォルダ選択画面を開きます。 

 6 出力フォルダ 

ボックス 

フォルダ選択画面にて選択したフォルダパスを表示します。 

（直接入力も可能） 

 7 出力ファイルリスト 入力ファイルリストからのドラッグ＆ドロップによる変換実行が可能です。 

ファイルを選択して、ファイル名の変更が可能です。 

選択したフォルダパスに存在するファイルリストを表示します。（黒字） 

変換後に作成された出力ファイルを表示します。（赤字） 

 8 実行ボタン 変換処理を実行します。入力ファイルと出力フォーマットを元に出力フォル

ダに変換後ファイルを出力します。 

 9 キャンセルボタン 変換処理を中断します。 

10 オプションボタン オプション画面を開きます。 

11 ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 

12 クローズボタン ツールを終了します。 

13 インフォメーション 

ボックス 

動作ログ、エラーを表示します。 

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬



 

 

フォルダ選択画面 

本画面は、フォルダを選択する画面です。選択したフォルダをメイン画面の入力フォルダ、出力

フォルダに反映されます。 

フォルダ選択画面の画面イメージを図 4 に、画面要素の説明を表 3 に示します。 

 

 

図 4 フォルダ選択画面イメージ 

表 3 フォルダ選択画面要素 

No. 名称 説明 
 1 フォルダ選択ボックス 入出力フォルダを選択します。 

 2 OK ボタン フォルダ選択画面を閉じます。 

メイン画面の入出力フォルダボックスに選択しフォルダパスを表示し、配

下のファイル一覧を入出力ファイルリストに表示します。 

 3 キャンセルボタン フォルダ選択画面を閉じます。 

 

  

①

② ③



 

 

オプション画面 

本画面は、出力対象、出力ファイルのプレフィクス(出力ファイルの末尾文字列)を設定する画面

です。メイン画面の変換実行時、本画面にて設定した内容に従いフォーマット変換処理を行います。 

オプション画面の画面イメージを図 5 に、画面要素の説明を表 4 に示します。 

 

 

図 5 オプション画面イメージ 

表 4 オプション画面要素 

No. 名称 説明 

 1 出 力対 象チェ ック

ボックス 

出力対象とするバンドを選択します。 

 2 出力プレフィクス 出力ファイル毎のプレフィクスを入力します。ここで設定した文字列を利用し、出

力ファイルを命名します。 

出力ファイル名：入力ファイル(拡張子なし)＋_プレフィクス＋.tif または.kmz 

 3 RGB 割当て選択 赤、緑、青に割当てるバンドを選択します。 

 

フォールスカラー合成を行う場合:Red：Band3、Green：Band2、Blue：Band1 

フォールスカラー合成は、植生（木や草など）を「赤色」で表す合成方法であ

り、森林、田畑の様子を観察するのに適しています。 

植生を現す「赤」と、都市部や河川などの色合いとの差が大きくなるため、森

林や田畑を識別し易くなります。 

 

ナチュラルカラー合成を行う場合: Red：Band2、Green：Band3、Blue：Band1 

ナチュラルカラー合成は、植生を「緑色」で表すことで、フォールスカラー合

成より人の目で見た感覚に近い色表現となります。 

 4 保存ボタン オプション画面で設定した内容を保存し、画面を閉じます。 

 5 クローズボタン 画面を閉じます。 

 
  

① ②

③

④ ⑤



 

 

ヘルプ画面 

本画面は、本ツールの簡易的な操作手順を説明する画面です。 

ヘルプ画面の画面イメージを図 6 に示します。 

 

  

図 6 ヘルプ画面イメージ 

  



 

入力ファイル 

入力ファイルの入手先 

 地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)プロダクト 

G-Portal - ホーム - 

https://www.gportal.jaxa.jp/gp/top.html 

 

入力ファイルのフォーマット 

 地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)プロダクト 

 JERS-1 SAR データ フォーマット説明書 – EORC 

http://www.eorc.jaxa.jp/hatoyama/satellite/list/format/format_sar_j.pdf 

 JERS-1 OPS データ フォーマット説明書 - EORC 

http://www.eorc.jaxa.jp/hatoyama/satellite/list/format/format_ops_j.pdf 

 

出力ファイル 

出力ファイル名 

出力形式毎の出力ファイルの命名規則について以下に示します。 

 GeoTIFF 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（出力プレフィクス）.tif 

 

 KMZ 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（出力プレフィクス）.kmz 

 

※出力プレフィクス：オプション画面の出力プレフィクス(図 5 ②)に入力した値 

 

GeoTIFF 出力仕様 

ヘッダ部 出力仕様 

A) 地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)プロダクト WGS84 経度緯度 UTM 座標系 

GeoTIFF 変換にて、ヘッダ部に設定するタグと設定値を表 5 に示します。 

表 5 JERS-1 プロダクト(WGS84 経度緯度 UTM 座標系ｿﾞｰﾝ 54)の GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 TIFFTAG_BitsPerSample SAR   ：16 

OPS   ：8 

OPS RGB：8,8,8 

4 TIFFTAG_Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation SAR/OPS：BlackIsZero 

OPS RGB：RGB 

https://www.gportal.jaxa.jp/gp/top.html
http://www.eorc.jaxa.jp/hatoyama/satellite/list/format/format_sar_j.pdf
http://www.eorc.jaxa.jp/hatoyama/satellite/list/format/format_ops_j.pdf


 

No. タグ名 設定値 

 TIFFTAG_StripOffsets 8 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel SAR/OPS：1 

OPS RGB：3 

7 TIFFTAG_SampleFormat SAR/OPS：Unsigned Integer 

OPS RGB：Unsigned Integer, Unsigned 

Integer, Unsigned Integer 

8 Metadata.ModelTransformationTag ピクセル、ライン座標からの地図座標への変換行列 

9 Metadata.GeoKeyDirectory. 

GTModelTypeGeoKey 

ModelTypeProjected 

 

10 Metadata.GeoKeyDirectory. 

GTRasterTypeGeoKey 

RasterPixelIsArea 

11 Metadata.GeoKeyDirectory. 

ProjectedCSTypeGeoKey 

PCS_WGS84_UTM_zone_(変換元ファイルのゾーン)N 

12 Metadata.GeoKeyDirectory. 

ProjLinearUnitsGeoKey 

Linear_Meter 

 

B) 地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)プロダクト ポーラステレオ 

GeoTIFF 変換にて、ヘッダ部に設定するタグと設定値を表 6 に示します。 

表 6 JERS-1 プロダクト(ポーラステレオ)の GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 TIFFTAG_BitsPerSample OPS   ：8 

OPS RGB：8,8,8 

4 TIFFTAG_Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation OPS    ：BlackIsZero 

OPS RGB：RGB 

6 TIFFTAG_StripOffsets 8 

7 TIFFTAG_SamplesPerPixel OPS    ：1 

OPS RGB：3 

8 TIFFTAG_SampleFormat OPS    ：Unsigned Integer 

OPS RGB：Unsigned Integer, Unsigned 

Integer, Unsigned Integer 

9 Metadata.ModelTransformationTag ピクセル、ライン座標から地図座標への変換行列 

10 Metadata.GeoKeyDirectory. 

GTModelTypeGeoKey 

ModelTypeProjected 

 

11 Metadata.GeoKeyDirectory. 

GTRasterTypeGeoKey 

RasterPixelIsArea 

12 Metadata.GeoKeyDirectory. 

ProjLinearUnitsGeoKey 

Linear_Meter 

13 ProjOriginLatGeoKey 60.0 

14 ProjFalseEastingGeoKey 0.0 

15 ProjFalseNorthingGeoKey 0.0 

16 ProjScaleAtOriginGeoKey 1.0 

17 ProjStraightVertPoleLongGeoKey 139.0 

 

 

  



 

 
データ部 出力仕様 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのイメージデータの値と同様の値を

設定します。 

 

KMZ 出力仕様 

KMZ ファイルは、KML ファイルと TIFF ファイルから構成されます。 

 

KML ファイル 出力仕様 

地球資源衛星「ふよう１号」(JERS-1)プロダクトの KML ファイルに設定しているタグと設定値

を表 7 に示します。 

表 7 JERS-1 プロダクトの KML ファイルのタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 kml- GroundOverlay-name TIFF ファイル名(拡張子なし) 

2 kml- GroundOverlay-Icon-href TIFF ファイルパス 

3 kml- GroundOverlay-LatLonBox-north 最北座標 

4 kml- GroundOverlay-LatLonBox-south 最南座標 

5 kml- GroundOverlay-LatLonBox-east 最東座標 

6 kml- GroundOverlay-LatLonBox-west 最西座標 

 

 
TIFF ファイル 出力仕様 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのイメージデータの値と同様の値を

設定します。 

 

利用事例 

画像ビューワーでの利用 

GeoTIFF ファイルは画像データとして扱えるため、GIS ソフトウェアを利用していない一般の利

用者の方でも画像ビューワー（ペイント、フォトビューワーなど）利用することでデータを可視

的に参照することが出来ます。また、色調補正などの簡単な編集も可能です。 

画像データは、ブログ、ドキュメントなどの素材として 2 次利用も可能です。 

  



 

 

 JERS-1 プロダクト画像の参照、編集 

 

 

図 7 JERS-1 プロダクトプロダクト画像の参照、編集例 

 

GIS ソフトウェアでの利用 

GeoTIFF ファイルおよび KMZ ファイルは一般的な GIS ソフトウェア（ArcGIS、QGIS など）で読

み取ることが出来るため、容易に地図上にマッピングしたデータの参照が出来るほか、分析、編

集等の様々な GIS ソフトウェア機能を利用することが出来ます。 

同様に KMZ ファイルについては Google Earth 等を利用して、地図上にマッピングしたデータの

参照が出来ます。 

 

 JERS-1 プロダクトの参照 

 

 

図 8  GIS ソフトウェアを利用した JERS-1 プロダクトの参照の例 

 

 JERS-1 プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ編集／分析 

 

 

図 9  JERS-1 プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ編集／分析の例 

 

ArcGIS QGIS Google Earth 

分析 ヒストグラム表示  編集 投影法変換  編集 切り出し  

Microsoft Office Windows ﾌｫﾄﾋﾞｭｰﾜｰ ﾍﾟｲﾝﾄ 

分析 スワイプ表示  



 

 

GIS ソフトウェア(ArcMap)での利用手順 

参考として、7.2  図 9 の編集／分析を GIS ソフトウェア(ArcMap 10.3、10.4)にて行う場合の

手順を以下に示します。 
 
 ヒストグラム表示手順 

① コンテンツウィンドウにて、該当ファイルを右クリック－[プロパティ]を選択します。 

 
 

② レイヤ プロパティ画面にて、ヒストグラム(H)ボタンを押下します。 

 
  



 

 
③ ヒストグラムが表示されます。 

 
 
 
 

 スワイプ表示手順 
① [メニュー]‐[ウィンドウ]‐[画像解析]を選択し、画像解析画面を開きます。 

 
  



 

 
② 画像解析画面にて、スワイプしたい画像を選択し、[レイヤのスワイプ]ボタンを押下します。 

 
 

③ レイヤ上で、左クリックをしてカーソル動かすと画像をスワイプすることが出来ます。 

 

  

▲

▼

スワイプすることで視覚的に地形変

動などを確認することが出来ます。



 

 
 切り出し手順 

① [カスタマイズ]‐[ツールバー]‐[図形描画]を選択し図形描画メニューを表示します。 
 

 

 
② 図形描画メニューにて、切出しする形を選択します。 

 
 

③ レイヤ上で、切出しする範囲を選択します。 

 
  



 

 
④  [メニュー]‐[ウィンドウ]‐[画像解析]を選択し、画像解析画面を開きます。 

 
 

⑤ 画像解析画面にて、切出しする画像を選択し、[プリップ]ボタンを押下します。 

 
 

⑥ 切出ししたレイヤが作成されます。 

 
  



 

 
 投影法変換手順 
① [ArcToolBox]‐[データ管理ツール]‐[投影変換と座標変換]‐[ラスタ]‐[ラスタの投影変換

(Project Raster)]をダブルクリックし、ラスタの投影変換画面を開きます。 

 

 
② ラスタの投影変換画面にて、入力ラスタ、出力データのデータセット、出力データの座標系を

設定して[OK]ボタンを押下します。 

 
  



 

 
③ ラスタの投影変換が実行され、出力データセット設定したファイルが作成されます。 
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